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<ご使用になる前に> 


安全上のご注意 


正しく安をじお使いいただくため、ご使 
用の前に必ずよくお読みください。 

この取あ説明書および製品への表示で 
は、製品を安全に正しくお使いいただき、 
あなたや他の人々への危害や財産への損 
害を未然に防止ずるために、いろいろな 
絵表示をしています。その絵表示と意巧 
は次のようになっていまず。 

内容をよく理解してから本文をお読みく 
ださい。 


絵表示の例 

図の中やを傍に具体的な禁止内容が 
描かれていまず。 


A 感電ミ主意 

A 記号はま意（危韓-警告を含む）を 
促ず内容があることを告げるものでず。 



分解禁止 


0記号は禁止の行為であることを 
告げるちのです。 


St . 電源プラグを 

]ンセントから掠け 

•記号は行為を強制したり指示する内容を 
告げるちのです。 


Af この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、 

mi 人が死 t または重傷を負う危険が差し迫って生じることが想走される内容を示していまず。 


运 


万一異常が発生した6、 
電源プラグをすぐに抜く 

煙や異臭、異音が化たとき 


•落としたり、破損したとき 
からおけ•機器内部に水や金属類、燃えやずいち 
のなどが入ったとき 

そのまま使用すると、义災•感電の原因となりま 
ず。すぐに本体と接続している機器の電源を切り、 
'必ず電源プラグをコンセントか6抜いて、安全を 
確認してか6販売店にご速絡 < ださい。 

お客様じよる修理などは危険ですので絶対におや 
めください。 


〇 

必ず実施 


ご使用は正しい電源電圧で 

表示された電源電圧切外で使巧しないで 
ください。 

火災-感電の原因となります。 


〇 

必ず実施 


電源コードは大切に 

電源コードを傷つけたり、破損したり、 
力□エしたりしないでください。また、重 
いものをのせたり、加熱したり、引っ張っ 
たりずると電源コードが破損し、义雖- 
感電の原因となります。 

電源コードが傷んだら、ずぐに販売店に 
交換をご依頼ください。 


〇 電源プラグの巧および巧の付お 
にほこりや金属物が付着してい 

必ず実施 るとさは 

電源プラグをコンセントか6抜いて、乾 
いた巧で取り除いてください。そのまま 
使用ずると义炎-感電の原因となります。 


0 

禁止 


內部に水などの液体や異物を入 
れない 

機器内部に水などの液体や金属類、燃え 
やすいちのなどを差し化んだり、落とし 
込んだりしないでください。 

义楽•感電の原因となりまず。 

特にお子様のいるご家庭ではごミ主意くだ 
さい。 



水めれ 
禁止 


水をかけたり、 

濡6したりしない 

雨天-降雪中-お岸-水辺での使巧は特 
にごを意ください。 

义が-感電の原因となりまず。 


分解禁止 


ねじをかしたり、 

分解や改造したりしない 

内部には電圧の高い部分がありますので、 
义楽•感電の原因となります。 

内部の点お-調整-修理は販売店にご依 
頼ください。 


接触禁止 


雷が鳴り出したら 

機器や電源プラグには触れないでくだ 
さい。 

感電の原因となりまず。 



mm 


乾電池は巧電しない 

電池の破裂-液漏れにより、 
の原因となります。 


义が-けが 


(§) 

水場での 
使用禁止 


風呂-シャワー室では 
使用しない 

义が•感電の原因となります。 



水めれ 
禁止 


この機器の上に巧瓶-植木鉢 • 
コップ-化粧品-薬品や水など 
が入った容器、およびルさな金 
属物を置かない 

こぼれたり、中に人った場合，义災•感 


電の原因となりまず。 
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yjv この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、 

/'\ /±/ S \ 人が傷害を負う可能性が想定される内容および物的損害のみの発生が想定される内容を示していまず。 


A 付属の電源コードを使巧する 

/!\化の機器の電源〕ードを本機に使用しな 
注査いでください。 

また、付属の電源コードは本機] ■ u ホには 
^ A 使用しないでください。 

V 電流容量などの違いによりか炎•感電の 
^止原因となることがありまず。 

機器の接続は説明書をよく読ん 
mm でか 6 接続する 

'溫 テレビ.トディォ機器.ビデォ機器な 
どの機器を接続ずる場合は、電源を切り、 
各々の機器の取撒説明書にがつて接続し 
てください。 

また、接続には指をのケープルを使用してください。 
指を!::/外のケープルを使用したり、ケーブルを延長 
したりずると発熱し、やけどの原因となることがあ 
ります。 

電源コードは確実に接続し、 
束ねたまま使用しない 

電源]-ドを接続するときは接続□に確 
実に差し込んでください。差し込みが不 
完全な場含、乂災•感電の原因となるこ 
( X) とがあります。 

^根元まで差し込んでもゆるみがあるコン 
セントしは接続しないでください。その 
攝合、販売店や電気工事店にコンセント 
の交換を依頼してください。 

また、電源コードは束ねたまま使用しないでくだ 
さい。発熱し、义楽の原因となることがあります。 

電源を入れる前には 
音量を最ルじする 

まが大きな前’ aj て聴力 P 轄などの願 
となることがあります。 

長時間音が歪んだが態で 

1 XJ 使巧しなぃ 

スピーカーが発熱し、义楽の原因となる 
亦 ことがあります。 

電源コードを 

1 V 熱器具にお付けない 

コードの被ふくが溶けて、义楽•感電の 
成、 原因となることがあります。 

電池を交換するときは 

♦極健示に注意し、表示通りに正しく 
入れる 

•指定]:：!外の電池は使巧しない 
•新しい電池と古い電池を混ぜて使巧し 

(\) なぃ 

間違えると電池の破藝-液漏れじより、 

禁 ■Lh 义が.けがや周囲をミち損する原因となる 

ことがあります。 

電源プラグを抜くときは 

1 XJ 電源コードを引っ張6ずに'必ずプラグを 
、 グ持って抜いてください。コードが傷つき、 
乂楽-感電の原因となることがあります。 

濡れた手で電源プラグを 
抜き差ししない 

感電の原因となることがあります。 

へッドホンを使用するときは 

1 X ； 音量を上げすぎない 

耳を刺激するような大きな音量で長時間 
"" 続けて闇くと、聴力に悪い影響を与える 

ことがありまず。 


禁止 


不安定な場巧に置かない 

ぐらついた台の上咕傾いたところなど不 
安をな場所に置かないで<ださい。落ち 
たり倒れたりして、けがの原因となるこ 
とがありまず。 


0 この機器に乗ったり、 

ぶ6下がったりしない 

& 特に幼いお子様のいるご家庭では、ごを 

^ 意ください。倒れたり、壊れたりして、 
けがの原因となることがあります。 


Q 次のような場巧には置かない 

义災-感電の原因となることがありまず。 
• 調理台や力日湿器のぞばなど油煙や湯気 
が当たるようなところ 
• 湿気やほこりのをいところ 
• 直射日光の当たるところや暖房器具の 
おくなど高温じなるところ 


〇 壁や他の機器か6 
少し離して設置する 

放熱をよくするためじ、化の機器との間 
は少し離して置いてください。ラックな 
どじ入れるときは、機器の天面や背面か 
ら少し隙間をあけてください。内部に熱 
がこわり、义がの原因となることがあり 
まず。 


0 通風孔をふさがない 

内部の温度上昇を防ぐため、通風孔が 
な A 開けてありまず。次のような使いかた 

はしないでください。内部に熱がこも 
り、义災の原因となることがあります。 
■あお向けや横倒し、逆さまにする 
• 押し入れ•専巧のラック W 外の本箱など風通し 
の悪い狭い場所に押し込む 
■テーブルク□スをかけたり、じゆうたん•布団 
の上に置いて使巧ずる 


0 

禁止 


重いものをのせない 

機器の上に重いものや外枠か6はみ化る 
ような大きなものを置かないでくださ 
い。パランスがくずれて倒れたり、落下 
して、けがの原因となることがあります。 


运 


移動させるときは 

まず電源を切り、必ず電源プラグをコン 
_ セントから抜き、外部の接続ケーブルを 
S 吗 7 フ 、グを外してからおこなって ください。 ケープ 
ルが傷つさ、•感電の原 a となるこ 
とがあります。 


電源プラグを 
コンセント 
から巧け 


A 

注思 


長期間の外出•旅行のとき、 

またはお手入れのときは 

安全のため必ず電源プラグをコンセント 
から抜いてください。义が•感電の原因 
となることがあります。 


日年に一度は內部の掃除を 

販売店などじご相談ください。内部じほ 
こりがたまったまま、長い間掃隙をしな 
いと义災咕故障の原因となることがあり 


ます。 


特に、湿気の多くなる梅雨期の前におこなうと、 
より効果的です。なお、内部の掃除費用じついて 
は販売店などにご相談ください。 
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本機の特徴 


□ 独自開発 X-SPACE SURROUND アルゴリズム賴析 
じよる音場の創出 

本磯には、センタースピーカーユニットとサブウー八一の2 
つのユニットだけで臨場感たっぷりのサラウンドタカまを得る 
ことができる独自開発の X-SPACE SURROUND アルゴリ 
ズム解析技術を搭載していまず。広い視聴エリアと自由をの 
局し''設置ホジシヨンもお保しました。 

か要最ほ限のスピーカーでサラウンドサウンドを構築できるた 
め、複数のスピーカーの干渉が少なく、自然なサウンドを得る 
ことができまず。また、ユニットの特性を引き出ず賴密なイコ 
ライジング処理じより繊細な音楽のディテールか6迫力ある巧 
画のワンシーンまで再現ずることができまず。 

□豊富なサラウンド再生 

DVD の音声標準フォーマットのドルビーデジクルやオプシヨ 
ンフォーマットの DTS デコーダーの搭載はもちろん、地上 
デジクル放をや BS デジクル放をがな用している AAC 音声 
フォーマットのデコーダーも搭載していまず。 DVD やデジ 
タル放をか6巧画、音楽、スポーツやバラエティーなどを幅 
広く、たくさんのサラウンドソースを臨場感たっぷりにお楽 
しみいただくことができまず。 

また、ステレオソースをサラウンド再生ずるドルビープ □□ 
ジック n デコーダーの搭載や、深夜のサラウンド再生に便利 
なドルビーへ、ソドホン勺こも対応し、様々なソースのサラウ 
ンド再生をお楽しみいただけまず。 

《ドルビーラボラトリーズとレイクテクノ□ジー社との共同開発に 
よる立体音声技術で，サラウンド音場を通萬のへ、ソドホンで再生 
できる巧術でず。 

□ レイアウトフリー 

平置きはもちろん、付属の専用金具を使って壁掛けにずるこ 
ともできまず。また、専用ラック （ ARC - FS 1 、別売り）を使っ 
て、スマートじ設置ずることもできまず。 


□ その他の機能 

• DEMON Control Dock for iPod ® 対応 

• Auto Power Standby/On 

• SDB 回路搭載 

• アクティブセンタースピーカー対応のスピーカーモード 
• サブウー八ーワンク、ソチ接続 
• 待機時消費電力1 W W 下 


^ドルビーラボラトリーブからの実施権に基づき製造され' 
ていまず。 

Dolby 、 ドルビー 、 Pro Lo 呂 ic およびダブル D 記号はド 
、ルビーラボラトリーブの商標でず。_ , 

Qdjs " はデジタル.シアター.システムズ社の商標でず。） 

□ AAC に関する米国パテントナンバー 


08/937,950 

08/678,66目 

5.299.240 

5848391 

98/03037 

5,197,087 

5,291,557 

97/02875 

5,490,170 

5,451,954 

97/02874 

5,264,84目 

5 400 433 

98/0303目 

5,268,685 

5.222.189 

5,227,788 

5,375,189 

5,357,594 

5,285,498 

5,581,6目4 

5 752 225 

5,481,614 

05-1 83,988 

5,394,473 

5,592,584 

5,548,574 

5,583,962 

目，781,888 

08/506,729 

5,274,740 

08/039,478 

08/576,495 

5,633,981 

08/211,547 

5,717,821 

5 297 236 

5,703,999 

08/392,756 

4,914,701 

08/557,046 


5,235,671 

08/894,844 


07/640,550 

5.299.238 


5,579,430 

5.299.239 



準備の手順 


r ^ 

設置する（煩 =8 〜 10ぺ-ジ） 

^ J 


1 

r 

r ^ 

接続する（惕 =11、12ぺ-ジ） 

心 y 


1 

r 

簡単に 設定する（煩 ^3ぺージ） 

V . J 


1 

r 

' 再生する 

你 15ページ） 

ノ 


この化にもいろいろな設定や操作がおこなえまず。 

□詳細設定（@=14ぺージ） 

□テレビ音声の再ち （煩。 15ぺージ） 

□ iPod ® の再生 （惕 =15、16ぺージ） 


ステレオ音のエチケット 



•隣りお所への配慮（おもいやり）を十分 
じいたしましょう。 

• 特に静かな夜圍は、かさな音でも适リや 
ずいものでず。巧園の音楽鑑賞じは、特 
じ気を函リましょう。 
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取り扱い上のごミ主意 


携帯電話のご使用について 


本磯のおくで携帯電話をご使用じなると、 雑音が人 ることが 
ありまず。携帯電話は本機から離れた位置でご使用<ださい。 


お手入れについて 


本機の巧れを拭き取るときは、柔らかい巧を使用してください。 
化学ぞうきんをご使用の際は、その注意書きに従ってください。 


ごを意 

ベンジン、シンナーなどの有機溶剤および殺虫剤などが本 
機に付着ずると、変質したりを色ずることがありまずので 
ご使用にならないで < ださい。 



乾電池の入れかた 


①矢印のように□、ソクレバー③単4お乾電池 （2 本）をそ 
を押して引き上げる。 れぞれ乾電池収納部の表示 

通りに入れる。 



乾電池についてのご注意 


• リモコンには単4お乾電池をご使用ください。 

• リモコンを本機の近くで操作して本機が動作しないとき 
は、巧しい乾電池と交換して<ださい。 

• 付属の乾電池は動作お認用でず。早めに新しい乾電池と 
交換してください。 

• 乾電池は、リモコンの乾電池収納部の表示通りに©側- 
©側を合わせて正しく入れてください。 

• 破損-あ漏れの恐れがありまずので、 

• 新しい乾電池と使用した乾電池を混ぜて使用しないで 
ください。 

• 違う種類の乾電池を混ぜて使用しないで<ださい。 

• 乾電池は充電しないで < ださい。 

• 乾電池をショートさせたり、分解や加熱または义じ投 
入したりしないでください。 

•万一、乾電池のあ漏れがおこったときは、乾電池収納部 
巧についたあをよく拭き取ってか6き斤しい乾電池を入れ 
てください。 

• リモコンを長期圍使用しないときは、乾電池を取り出し 
てください。 

• 乾電池を交換ずるときは、あらかじめ交換用の乾電池を 
用意し、できるだけまやかに交換してください。 


リモコンの使いかた_ 

• リモコンはリモコン受光部に向けてご使用ください。 

• 左ち30°までの範囲で約 7 m 離れたところまでご使用じな 
れまず。 



ご注意 

リモコン受光部に直前日光やインバーターま堕光巧の強い 
光または赤外線が当たると、誤動作をしたり、リモコンが 
操作できなくなったりずる場合がありまず。 


③裏ぶたを元通りにずる。 



















< ご使用になる前に > 



を部のはたらきなど詳しい説明じついては、 （） 内のページを参照して<ださい。 


フロントスピーカーユニット 


□ フロントパネル 



〇電源操作ボタン 

(-.ON/STANDBY MOFF ) … (13) 
0スピーカー部 

0リモコン受光部 . （6) 

〇入カファンクション切り替えボタン 
(INPUT).(15) 


□ディスプレイ 


〇 


0 


疆疆疆疆經题 


.L. [I . ::: J1.IL...：：^ ( 

!皿 D DTS AAC □□ PL II STEREO 猛 i 


0 サラウンドモード切り替えボタン 


(SURROUND).(1 己、1日) 

〇 主音量弱節ボタン 

(VOL + / -).(15) 

〇へッドホンジャック 

(PHONES).(16) 

© ディスプレイ 


〇ディスプレイ 
0入力信号および 

サラウンドモード表示 . りの 


□リアパネル 


C ご使用じなる前に> 



〇アナログ音声入力端子 . （11,12) 〇 サブゥー八一音声出力端子 

0デジタル音声入力端子 （SWOUT).(10) 

(OPTICAL/COAXIAL). (11) 包 AC インレット （AC IN).(12) 

0ドックコント ロール 端子 

(DOCK CONTROL).(12) 


サフウー ハー ユニット 



〇ダクト部 

〇 サブウー八一音声入力端子 .(10) 

@スピーカー部 





















































































































< ご使用になる前に > 


ソモコン 


入カファンクション切り替え 

ボタン .( 15 ) 

詳細設定ボタン .（ 14 ) 

サラウンドモードボタン 

.( 1 日、 16 ) 

SD 己（スーパーダイナミック 
バス）ボタン .（ 1 己） 

音量調節ボタン .（ 1 己） 


電源 

感 


- 入力 • 


〇 


AUX/iPod 

〇 

デジタル3 

.. 〇 . 


〇 


iPod^/ll 
' 〇 


!ホ定 


■0 

SDB 

■0 


〇 

音量 

〇 


巧単設を 

〇 


電源ボタン， 


(13) 


iPod 操作ボタン 


( 16 ) 


消音ボタン . 

… (15) 


-簡単設定ボタン…… 

… (13) 


□ iPod 操作ボタン 


iPod メニューボタン 

《 iPod 本体の MENU ボタン 
と同じ操作ができまず。 


スキップボタン （!◄◄、 ►►!) 

《 iPod 本体のと 
同じ操作ができます。 



iPod プレイ/ポーズボタン 

(iPod ►/II) 

% iPod 本体のと同じ操 
作ができまず。 


+、ーボタン 

《 iPod 本体のクリックホ 
イールと同じ操作ができま 
す。 （+ 一 A 、一-- V ) 


ミ夹定ボタン 

《 iPod 本体のセンターボタ 
ンと同じ操作ができまず。 


設置のしかた 



3つの設置バリエーシヨンからお達びください。 


平置き 


フットを本体底面のねじ巧へ取り付けてください。 


• 付属の2種類のフット （25 mm /35 mm ) から設置場所に最も適したものを逞ぶことができまず。 



( 2 ) 

• ねじタイプのフットを使 
うと、フラットテレビの 
脚部を本体の底のスペー 
スに入れることができま 
す。 

※テレビの形状じよって図 
のように設置できない場 
合があります。 

《本機でテレビのリモコン 


く横か6見た図> 


受光部を隠さないようご ^ 


を意 < ださい。 


テレビの脚部 


フ □ントス ピーカー 

ユニット 


壁掛け 


付属の壁掛け金具2個を付属のねじで本体にしっかりと取り付けてください。 



警告 

•ま全にお使いいただくために 、 yv 
本体の上に物をのせたり、寄り / f \ 
掛かったりしないでください。ム 

• 壁への取り付けは安全性お保のため、 
専門施行業者へ依頼して<ださい。 

• 接続ケーブルを足や手に引っ掛けて本機 
を落下させることのないようじ、必ず壁 
などに固定してください。 

• 取り付け後は必ず安全性をお認して< 
ださい。また、その後、走期的に巧下 
の可能性がないか安全点おをおこなっ 
て < ださい。 取り付け場所、取り付け 
方まの不備じよる損害、事がについて、 
製社は一切その責任を負いません。 







































































































































< 設置のしかた> 


専用ラック 


専用ラック （ ARC - FS 1、 別売り）に設置します。詳しくは、ラックの組立説明書 
をご覧ください。 


サブウー ハーの 設置に つい 1 


縦置き 


サブウーノ\一は、図のようにが属のスクンドを使って設置してください。 



が属スタンド 


ごを意 

おくに磁石など磁気を発生ずるものが置 
かれている場合には、本機との柜互作用 
じより、テレビにをむ6を発生ずる場合 
がありまず。 


JII 用クック_ 

専用ラックに収納ずる場合は、図のように側面、底面じすべり止めを貼り付けてく 
ださい。 

• き用ラックの左側に収納ずる場合は、サブウー八一の天面と底面を反転してください。 

ずベリ止めは底面と側面（スピーカー部の反対側）におり付けてください。 

<ち側に訟置する場合> 



<設置のしかた> 


最適な設置レイアウトに 


•本機は、フ□ントスピーカーユニットとサブウー八一の構成で、 5.1 チヤンネルのリアルなサ 
ラウンド臨場感を再現ずることができまず。 


理想的な配置例 


<壁と平行に設置> 


<コーナー【こ設置> 



設置のポイント 


次のように設置ずると、よりよいサラウンドタカまが得られます。 

• 視聴の際はフ□ントスピーカーユニットから 1 m (上離れて聴く。 

• フ□ントスピーカーユニットを左ちの壁から離ず。 

•テレビラックに収納ずる際は、ラックの前ち[こ置き、扉を開いて使用ずる。 


ご注意 

• 本機の上にテレビなど、大きなものや重いものをのせないでください。 


•部屋の大きさや本磯とリスニングポジションの距離などは、「詳細設定のしかた」の 
" ROOM " で設定ずることができまず（短。14ページ)。 











































< 設置のしかた > 


.ニッ トとサブ ウーハーの 接続 



付属の接続用ケーブルを使用します。 
<底か6見た図> 




※プラグをはずずと 
きは、□、ソクレバー 
を押しながら抜い 
て < ださい。 

□ックレバー 


ごミ主意 

接続用ケーブルのプラグはしっかりと奥 
まで差し込んでください。不完全な接続 
は、雑音や動作不良の原因じなりまず。 


<設置のしかた> 


スピーカー接続用ケープルの変えかた 


付属の接続用ケーブルを延長したい場合など、接続用ケーブルを交換ずることがで 
きます。 


① □、ソクレバーと 反対側の リリース ボタン 
を押しながら、ケーブルをプラグから抜 


く。 


□ックレバー 

を 

■ リリースポクン 


③リリースボクンを押しなぜら、ケーブル 
の極性+と一をプラグの+と一に合わせ 
てお綜を差し込む。 

占を 

■ リリースボタン 


③交換ずるヶーブルの先端の被覆をはがし 
て、先端がばらけないようにしっかりよ 
じる。 


10 mm 目0 



④リリースボタンを離し、ケーブルを軽く 
弓 I っ張って抜けないことを確認ずる。 
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接続のしかた 


• 本磯には3つのデジクル音声の入力をはじめ、アナ□グ音声や iPod の音声入力ができまず。 
• iPod の接続には DEMON 製の iPod 用コント□-ルドック （ ASD -1 R 、 別売り）がみ要でず。 
•ここでは DVD 、 テレビ、 iPod の接続について説 S 月しまず。 


ご注意 

• ずべての接続が終わるまで、電源プラグをコンセントに差し込まないでください。 

• 接続ずる機器の取扱説明書もあずお読み< ださい。 

•左ちのチヤンネルをおかめてから、正しく L とし R と R を接続してください。 

•接続ケーブルは、電源コードやスピーカーケーブルを一緒に束ねないでください。八ム 
や雑音の原因になりまず。 


接続ケーブルの表示 


下記に示す接攝ケーブルを使用して、他の機器を接攝してください。 


才ーディオケーブル 


アナ□グ接続（ステレオ） 


(白） 

啸） 


〇 


JL 




ピンプラグケープル 

アナ□グ接続（モノラル，サブウー八一用） 




JL 


- 1.C 

ピンプラグケープル 




同軸デジタル接続 




ir 




同軸デジクル （75 0 ピンプラグ ）ケーブル 


光デジタル接続 


國 




光伍まケーノル 


圆 


スピーカー 接続 


因 


スピーカー ケープル 


◎ 


信号ち向 


音唐信号： 



OUT 
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DVD プレーヤーの接続 


<接続のしかた> 


•サラウンド再生をお楽しみいただくためじ、 DVD プレーヤーとの接続には、デジタル音声接 
続をおずずめしまず。 

• DVD プレーヤーの巧像化力はテレビの巧像入力に接続してください。 

<底か6見た図> 



^レビの接続 


デジクル放を番組のサラウンド対応番組をお楽しみいただくために、デジクルテレビとの接続に 
は、デジクル音声接続をおずずめしまず。 

<底か6見た図> 



§レビ備声を補で再をずるときは、テレビの韻を最小にしてください。 


ご注意 

付属の光伝をケーブル挿入時には先端のキャップをはずして<ださい。 

















































































< 接続のしかた > 


iPod ® の接続 


<底から見た図> 



@ 

•本磯と iPod の接続には、 iPod 用コント□-ルドック （ ASD -1 R 、 別売り）をご使用ください。 

• iPod 用コント□ールドック （ ASD -1 R ) をご使用じなる際は、通信モード切り替えスイ、ソ 
チの設定が必要になりまず。詳しくは、 iPod 用コント□ールドックの取扱説明書をご覧く 
ださい。 

• iPod 用コント□-ルドック ( ASD -1 R ) の接続じは、 iPod 用コント□-ルドックに付属 
のシステムケーブルをご使用ください。 

• iPod 用コント□-ルドック ( ASD -1 R ) を接続ずると、 " AUX " のファンクション表示が 
" iPod " になりまず。 

• iPod 用コント□ールドック （ ASD -1 R ) を接続ずると、入カレベル調整が自動的に 
+日 dB じなりまず〔113=14ページ）。 


12 


-ドの接続 


<接続のしかた> 


<底から見た図> 



ご注意 

電源プラグは確実に差し化んでください。不完全な接続は、雑音発生の原因になります。 

































































設定のしかた 


DEMON 



•まずは「簡単設定のしかた」でリスニングルームを 
設定します。 

•必要に応じて「詳細設定のしかた」（屈 =14 ページ） 
でリスニングルームの 詳細/音質/各種 モー ドを設 
をします。 


リスニングルームで[簡単設を]を巧す。 


- TYPE-1 -- TYPE-2 - 


TYPE-3 


田想] 


< ON/STANDBY / 0 FF > を押す。 

•ディスプレイじ人カファンクションを約已秒聞表示しま 
ず。また、入力信号およびサラウンドモード表示が点な 
しまず（屈=17ページ)。 

《 [電源] を押ずとスクンバイ状態になりまず。 

ディスプレイに"*"が点なし、入力信号およびサラウ 
ンドモード表示が消なしまず。 


I 現在の設をモードを約5秒圍表示しまず。 
I お買い上げ商の設定は " TYPE -3" でず。 


瞄単醜] 


□電源を切るとき 

もう一度 <0 N / STANDBY /0 ff > を押ず。 

□スタンバイ巧態から電源を入れるとき 
[電源] を押ず。 



コ ト1 1 ■ 1 

MN0N "v _ ) 

V 

ly 


<0 N / STANDBY /0 FF > 


【操作説 S 月のボクンをじついて】 

< > :本体のボタン 

[ ] :リモコンのボタン 

ボタン名のみ： 本体とリモコンのボタン 



-A : 


リスこング 

己， 

ポジション 

センターからの 

までの距離 

ずれ （ OFFSET ) 

1 

, ( DIST ) 



ご注意 

• スタンバイ時でも、微量な電力を消費していまず。 

• スタンバイ状態か6 <0 N / STANDBY /0 W > で電源を 
切ったときに、ディスプレイの"*"表示がしばらく点 
なずることがありまず。 

この後に電源を入れる場合は、10秒 W 上経過してか6 
操作してください。 



TYPE -1 

TYP 卜2 

TYPE -3 

A 

1.5 m 

2.1 m 

2.7 m 

B 

CENTER 

CENTER 

CENTER 

映画/音楽 

MUSIC 

MOVIE 

MOVIE 

部屋の響き 
真合 

MEDIUM 

MEDIUM 

SOFT 

部屋の 

大きさ 

糸う 6 畳 

糸勺 10 畳 

糸勺 15 畳 


電源を入れる 


簡単設定のしかた 


覆 


-0 6 

と 

0 5 


5 


-0 


一〇 

占ら-0 G }" 日 

苗 V ろ S S 
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< 設定のしかた > 


設定のしかた> 





【操作 説明のボタンをじついて】 

< > :本体のボタン 

[] :リモコンのボ女ン 
ボタン名のみ： 本体とリモコンのボタン 


詳細設定のしかた 


7y 
2 


詳細設を]で、第1メニューの項 
を選ぶ。 


[ミ夫を]を押す。 

* 第2 メニューを表示しまず。 


3 [+ -] で調節する項目を選び、[巧 
を]を押す。 

※第3 メニューも同様に設定しまず。 

•をメニューの項目は表示中（己秒じ(巧） 
じ違択してください。 

• 本機の電源を切っても設定した内容を保持 
しまず。 （" FADER " の設定を除く。） 

• はお買い上げ時の設走でず。 


第1メニュ 


穿細設:を 

で選び、 


でミ夫定する。 


TONE 


第2 メニュ 


を 

み 


ホ定 


で選び、 


节 


でミ夫定する。 


音質（低域/高域）の調節 


FADER 


前後の音量バランス①誕節 


m 


C BASS ) ほ域レベル 
CJREBLE ) 高域レベル 


第3 メニュ 


み 

み 


で選び、 


決定 




でミ夫定する。 


鄙 


調宙乾囲： 12 CIB W 〇祀 ）~C +12祀^ 


NIGHT 


C OFF ) 通常のバランス 
( MOVIE ) 巧画ソース用 
r MUS に三音楽ソース用 


@1 


サラウンドレベルは、 MOVIE モードの方が 
MUS にモードより大きくなります。 

本機の電源を切るとこの設定は解除され、お買 
し1上げ時の設定 （" MOVIE ") じ切り替わりまず。 


ナイトモードの設定 


軒極 


TT 


OFF ) 通常の再生 




(ROOM ) 

設置位置と、 

壁の硬さ（音の反射真さ）の設定 


ON ) ナイトモード-オン 


夜商などル音量で聴くときに " ON " じずると、 
セリフなどが聴きやす<なりまず。 

" DOLBY " または " DTS " デジタル人力音声 
【こ有効です。 




GAIN 


アナ□グ入カファンクションごとの 
入カレベルの調節 


( D に T つ リスニングポジションまで 

の距離 _ i^U I 

(OFFSET ) センタ-からのずれ 
广 REFO 壁の反射具合 


Hbt 


TV 


こ)※テレビ入力端子に接続し 
た音声 


DELAY 


AUX ) 《 AUX 入力端子に接続 
した音声 


距離の調節範囲： C じ m )〜（ 2.7 m M 5.4 m ) 
オフセツト距離の調節範囲： 

し R それぞれ "0.9 m 〜 3.0 m " です。これは、リス 
>ニングポジションまでの距離の設定値 （ D に T ) によっ 
て異なりまず。 

反射具合の設定項目： 

C SOFT つ . カーテンなどがある塌合 

C MEDIUM ). 木材など柔6かい壁 

〔 rrARD 一'! . ガラスや硬い壁など 




音声の遅延時間の調節 


PWR 0 N 


才ートパワーモードの設定 


DUAL 


2ケ国語音声の設定 


(CENTER ) 

スピーカーモードの設定 


m 

m 

曲 


調を範囲：〔 Oms 170 ms 


調整範囲 ：（ OdB ) または （+6 dB ) 


ON 讨ートパワー•オン 


OFF >氏待機電カモード 




r MAIN ) 主音声を再生 
C SUB ) 副音声を再生 
し M/S ) 主音声/副音声の両方を再生 


音声入力を横知ずるとオンになります。 

無入力が態が10分比 h 続くと、オフ【こなリます。 

※接続ずる機器じよっては、オートパワーモードが 
働かない場合がぁリまず。このような場合は、手 
動じて DHT - FS 1 の電源を入/切してください。 


OFF ) 通常再生 


ON 機のサラウンド機能を停止 


風 


AV アンプに本機を接続し、センタースピーカー 
とサブウー八一として使巧するときにオン【こし 
ます。本機のサラウンド関連機能が停止します。 


JT 




































































































































































































































操作のしかた 


<SURROUND> 




( — 


^- - MNON 

■し 

r ■ 

\1 


\/ 


1 


<INPUT> <VOL+-> 



[ヴラウ刈 
[SDB] 


〇 


〇 

DVD デジ S ル2 デジ*ル3 

〇 0 〇 


〇 


〇 


四 





-0 




G- 


の 

ま* - 


[お苗 

倍屋 +-] 


DEMON 



【操作説明のボタン名じついて】 

< > : 本体のボタン 

[ ] :リモコンのボタン 

ボタン名のみ： 本体とリモコンのボタン 


•レビ音声の再生のしかた 


< INPUT > または[入力]で入カフアンクシヨン 


7を選ぶ 


I—— -TV —■- AUX/iPod* —■- DVD ■ ~ i 
I- DIGITAL -— DIWTA じ -^ 

* 本機に iPod 用コント日ールド、ソク （ ASD -1 R 、 別売り） 
を接続ずると、ファンクション表示が " iPod " (", Pod ") 
じなりまず。 
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< SURR 0 UND > または[サラウンド]で、サラウ 

ンドモードを選ぶ。 


—- SURR —— 
(サラウンド） 


-► STEREO — 
(ステレオ） 


- WIDE* -- 

(ステレオワイド） 

* へ、ソドホンの使用中はステレオワイドモードに切り替わ 
りません。人力信号ごとのサラウンドモードじついては 
「サラウンドモードについて」（屈=17ページ）をご覧く 
ださい。 

《テレビ音黄の再生中、放ちが CM に切り替わった途端に音 
量が大きくなることがありまず。これは音声入力信号が切 
り替わったことによるものであり占が章ではありません。 
この音量差が気になる場合じは、信号の達いによる音量 
の差が少ない " SURR " モードでの再生をおずずめしまず。 


3 


選んだ機器の再生をはじめる。 


《操作のしかたは、各機器の取扱説明書をご覧<ださい。 


4 


< V 0 L + - >または[音量+ 
する。 

• 音量レベルを表示しまず。 


] で音量を調節 


《音量は〇〜33、 MAX の範囲で調をできまず。 
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□一時的に音を消すじは 
[消音]を押す。 

•へ、ソドホンの音も消音になりまず。 

《もう一度 [ミ肖音] を押すか音量を調節すると解除されまず。 

□重ほ音を強調するには 


[ SDB ] を押す。 


《わう一度 [SDB] を押ずと解除されまず。 


iPod ® の再生のしかた 


iPod 用コント□-ルドッグ （ ASD -1 R 、 別売り）を使用す 
ることにより、 iPod の音楽を巧生ずることができまず。また、 
リモコンのボタンか6 iPod を操作ずることもできまず。 

専用 iPod 用コント□ールドッグについては、お買い上げの販 
売店または弊社のお客様柜談窓□じお問い合わせ<ださい。 

liKd ] iPod は米国およびその他の国々で登録された 

Apple Computer . Inc . の商標または登録商標です。 

《 iPod は、著作権のないコンテンツまたはま的に複製、再 
生を許語されたコンテンツを個人が我的に複製、再生ずる 
ために使用許誌されるちのでず。著作権の侵害は法律上禁 
止されていまず。 

※接続のしかたは、 「 iPod ® の接続」（屈=12ページ）をご 
覧ください。 

《 iPod ® の動作については、 iPod ® の取扱説明書をご覧く 
ださい。 


ご注意 

• iPod を本機と接続して使用しているときじ、 iPod のデー 
夕が万一消失あるいは損傷した場合、弊社は一切責任を 
負いません。 

• iPod の種類またはソフトウェアのバージョンによって 
は、機能の一部が動作しない場合がありまず。 

























































< 操作のしかた > 


へッドホンで聴く 


<操作のしかた> 


< SURR 0 UN 

3> 

< PH ( 

NES > 


DEMON 



V 

v 


< ON / STANDBY / OFF > <VOL + -> 



[iPod メニユ —] 

[!◄◄ ►►口 

[サラウンド] 


〇 〇 
〇 〇 〇 


Pod,: ユー IPodW 

-0 み 





[iPod ►/■■] 

[+-] 

[游] 


〇 

音ま 

〇 




障量 +-] 


DENON 



【操作説明のボタンをじついて】 

く > ; 本体のボタン 
[ ] :リモコンのボタン 

ボタン名のみ： 本体とリモコンのボタン 


□ iPod のメニュー表示中のカーソルを操作するには 
[ + —] を押す。 


□ iPod のメニュー表示を切り替えるじは 
づ [iPod メニユ ー] を押す。 

I •ひとつ上の階層のメニューが iPod 本体に表示され 
まず。 


2 [巧を]を押す。 

•カーソルがあるメニュー項目の下の階層メニューが表 
のされます。 


□再生するには 


[iPod ►/II] を巧す。 


《再生中じ押ずと一商停止しまず。 

《曲のブラウズ表示中に押ずと、カーソルがある曲の再 
生をはじめまず。 

《 iPod じ(外のファンクションのときじ押ずと、ファンク 
シヨンを iPod じ切り替えて再生をはじめまず。 


□曲の頭出しをするじは 
[!◄◄ ►►!] を巧す。 


□早送り/早戻しするには 


[!◄◄ ►►!] を長押しする。 


•I < PH 0 NES > にヘッドホンのプラグを差し込む。 

I •ヘッドホンプラグを差し込むと 、スピーカーから音が 
化な<なりまず。 

2 < SURR 0 UND > または[サラウンド]で、サラウ 

ンドモードを選ぶ。 

D0LBYH -- STER 扣 

(ドルビーヘッドホン （ステレオ） 

モード） 

《ドルビーへ、ソドホンモードのときは"倫"を表示しまず。 


ご注意 

iPod を一時停止したい場合は、ファンクションが •' iPod " 
のときに [iPod ►/II] を押ずか、 iPod 本体を操作してくだ 
さし、 
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< 操作のしかた > 


表中のインジケーターが点归しまず。 


サラウンド 
モー ドの 
切り替え 


2チャンネル入力時 


Analoq 


PCM 


Dolby 


DTS 


AAC 


本体 
で聴く 


SURR 


WIDE 


STEREO 


□□ PL II 


□□ D 
皿 PL II 


DTS 
□n PL II 


AAC 
皿 PL II 


□□ D 
STEREO 


DTS 

STEREO 


AAC 

STEREO 


□□ D 
STEREO 


DTS 

STEREO 


AAC 

STEREO 


ヘッド 

ホン 

で聴く 


STEREO 


□□ D 
□□ PL II 


DTS 
□□ PL II 


AAC 
皿 PL II 


□□ D 
STEREO 


DTS 

STEREO 


AAC 

STEREO 



本体 


で聴く 


ヘッド 

ホン 

で聴く 


サラウンド 
モードの 
切り替え 


SURR 


WIDE 


STEREO 


DOLBYH 


STEREO 


Dolby 

□□ D 

□□ D 
STEREO 

□□ D 
STEREO 

□□ D 

□□ D 
STEREO 


マルチチャンネル入力時 

DTS 

DTS 

DTS 

STEREO 

DTS 

STEREO 

DTS 

倫 

DTS 

STEREO 


AAC 

AAC 

AAC 

STEREO 

AAC 

STEREO 

AAC 

倫 

AAC 

STEREO 


その化の機能 


ピーカーモードについて 


将来的に AV アンプを中ふ、としたホームシアクーシステムにグレードアップずるときじ、 
本機をセンタースピーカーとサブウー八一としてお使いいただくためのモードでず。 

• 本機のサラウンド機能およびフアンクシヨン切り替え機能が停止しまず。 


操作のしかた 



< ON/STANDBY / 0 FF > を押す。 


2 


スピーカーモードを " ON " にする。 



ご注意 

AV アンプ側で、 
ません。 

本機の音量調をはでき 


《「詳細設走のしかた」（屈=14ページ） 
をご覧ください。 

3 < V 0 L + - >または[音量+ -] 

で音量を調節する。 

• 音量レベルを表示しまず。 

※音量は〇〜33、 MAX の範囲で調節で 
きまず。 


E 


ンタースピーカーモードの接続 


く底から見た図> 


® # 

〇 © 


[Digital ) 


■ 

轉 回曰 

1111.1 tf-IH liHfl り 

叫じ 
■: 肌け m 

® 

◎ 


回 

回 


AV アンプ 

H ■響 


CENTER 

OUT 


SUB- 
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その化について 


故障かな？と思った! 


□ち接続は正しいですか 
□ 取扱説明書じがって正しく操作していますか 
□スピーカーやプレーヤーは正し<動作していますか 

本機が正常に動作しないときは、次の表に従ってチェックしてみてください。 

なお、この表の各項にわ該当しない場合は本機の巧障とわ考え6れまずので、お買い上げの 
販売店にご相談ください。 

もし、お買い上げの販売店でお分かりにならない場合は、弊社のお客様柜談窓□またはお近 
<の修理柜談窓 □ にご連絡 <ださい。 


現象 

原因 

処置 

関連ページ 

電源を入れてわ、ディ 

• 電源コードの差し込みが不完 

• 本体および電源コンセントへ 

12 

スプレイが点财せず、 

全である。 

の、電源プラグの差し込みを 


音も化ない。 


点検してください。 


ディスプレイは点の 

• スピーカーケープル接続が不 

• しっかり接続してくださし、。 

10 

するが、音が化ない。 

完全である。 

• 入カファンクション切り替え 

• 正しい位置(こ切り誓えて下さ 

15 


ボタンの位置が不適当である。 

い。 



• 音量が下がっている。 

• 本体の VOL + ボタンまたはリ 
モコンの音量+ボタンを押し 
てください。 

15 


• ミ肖音になっている。 

• 消音を解除してください。 

15 


• アナ□グ接続ケーブルの接続 
が不完全である。 

• しっかり接続してくださし、。 

11,12 


• デジタル信号が入力されてい 

• デジタル信号の入力機器を正 

15 


なぃ。 

しく選んで < ださい。 


DTS 音声信号が化な 

• DVD プレーヤーの音声化力設 

• DVD プレーヤーの初期設定を 

- 

し)。 

定がビ、ソトストリームになっ 

してください。詳しくは DVD 



ていない。 

プレーヤーの取撒説明書をご 
覧ください。 



• DVD プレー中一が DTS じ対 

• DTS 対応のプレーヤーを使用 

- 


応してし^なし、 

してください。 



• 本機の入力設をがアナ□グじ 

♦デジタル人力を使巧し、サラ 

15 


なっている。 

ウンドモードを " SURR " に 
してください。 



現象 

原因 

処置 

関連ページ 

サブウー八一が鳴6 
ない。 

• サブウー八一の化力が接続さ 
れていない。 

• 正しく接続してください。 

10 

リモコンを操作して 
も正常に動作しない。 

• 乾電池が消耗している。 

• 新しい乾電池と交換して<だ 
さい。 

6 


• リモコンの距離が離れ過ぎて 
いる。 

• おづいて操作してください。 

6 


• 本体とリモコンの間に障害物 
がある。 

• 障害物を取り除いてください。 

6 


•乾電池の©、©が正しくセツ 
卜されていない。 

• 乾電池を正しくセットしてく 
ださい。 

6 

AAC 表示が点なしな 

• 巨 S デジタルチューナーと本機 

• デジタル接続じして<ださ 

11 

し)。 

がアナ□グ接続じなつている。 

い。 



□ メッセージじついて 

表71^内容 


P 1 : 1"1 _ 5 5 

• 再生に対応していない（サ 
ンプリング周液数 96 kHz ) 
が入力された。 

•本機が対応する32、44.1、 48 kHz じ再生 
機器の入力を切り替えるか、アナ□グ摇続 
じしてください。 

厂厂,厂| 厂1 

しいい U U 

• 本機の内部回路が正しく動 
作していない。 

•電源を切って、再度電源を入れてください。 
それでもエラーが表示されるときは、お買 
い上げの販売店に修理をご依頼<ださい。 

厂 1 I い n 1 

し n 广 ' —— し1 1 

• 本機の内部が高温になって 
いる。 

• 電源を切ってしばらく放置して<ださい。 

厂 （ 1 1 , n ~1 

し 1— 1广、 — し| C 

• スピーカーの接続に異常が 
発生した。 

• スピーカーケーブルをしっかり接続してく 
ださい。 

•電源を切って、再度電源を人れてください。 
それでも"〔り K " が表示されるときは、お 
買い上げの販売店に修理をご依頼ください。 

厂 （ 1 1 , n ~1 

し 1— 1广、 —— し| ] 

• 本機の内部が高温になって 
いる。 

• 電源を切ってしば6く放置してください。 
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< その他について > 


巧証とサービスについ1 


田この商品には保証書を添付しておりまず。 

保証書は所走事項をお買い上げの販売店で記入しておミ度し致しまずので、記載内容を ご確 
認のうえ大切に保存してください。 

回保証期聞は、お買い上げ日より1年圍でず。 

万一故障した場合には、保証書の記載内容により、お買い上げの販売店またはおお<の修 
理相談窓□が修理を申し受けまず。 

但し、保証期園内でも保証書を添がされない場合は、有料修理となりまずので、ご注意< 
ださい。 

詳しくは、保証書をご覧ください。 

团保証期園後の修理については、お買い上げの販売店またはお近<の修理柜談窓□じご柜談 
ください。 

修理によって機能が維持できる場合は、お客様のご要望により有料修理致しまず。 

团本機の補修用性能部品の保有期商は、製造打ち切り後8年でず。 

固お客様にご記入いただいた保証書の控えは、保証期聞内のサービス活動およびその後の安 
全点検活動のために記載内容を利用させていただく場合がございまずので、あらかじめご 
了承ください。 

固この商品に添付されている保証書によって、保証書を発行している者（保証責任者）およ 
びそれ W クトの事業者に巧ずるお客様の法律上の権利を制限ずるちのではありません。 

团保証および修理じついてご不明の場合は、お買い上げの販売店またはおお<の修理ち談窓 
□じごち談ください。 

詳しくは、付属品『製品のご柜談と修理-サービス窓□一覧表』をご参照<ださい。 


《仕様およびか観は日夕をのため> 予告な<変ち 
することがありまず。 

※本機を巧庙できるのは日本国内のみで，か国 
では使用できません。 


※本機は国内仕様です。 

みず AC 100 V のコンセントじ電\ 
源プラグを差し込んでご使用くだ (X ) 
さい。 AC 100 VW かの電源には 
絶巧に接続しないでください。 
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主な仕様 


<その他について> 


□フ□ントス ピーカーユニッ ト部 


お式： 

1ウェイ•目スピーカー、密閉型、防磁設計 

定格出力： 

22 W X 5 (6 0) 

サブウー八一; 40 W (負荷 3 0) ( J 曰 TA ) 

入力感度： 

500 mV /47 k Q / 之 50 mV / 47 k 0 (切替可能） 

周波数特性： 

120 Hz -20 kHz 

S / N 比： 

100服 

電源： 

AC 100 V . 50/60 HZ 

消費電力： 

電源入り （ ON ) 時： 51 W (電気巧品安全法による） 
待機（ス女ンパイ）時： iwi：：rF 

スピーカーユニット： 

8 cm コーン型 X 6 

最大タトお巧法： 

フット不使巧時： 85日（幅 ）X 9目搞さ） X 125 (1 
高さ2日 mm のフット使用時： 8日0 (幅） x 111(高さ ） x 
高さ3日 mm のフット使用時： 8日0 ( 幅） X 121搞さ ） x 

巧宜 • 

貨 里. 

4.6 k 另 


125 (奧巧き ） mm 
125 (奧巧き ） mm 


□サブウー八一部 
お式： 

再生周波数帯域： 

最大入力： 

入カインピーダンス： 
スピー カー ユニット： 
最大タトおヴ法： 

K s • 

里 • 


1ウェイ • 1スピーカー、バスレフ型 

45 Hz 〜 120 Hz 

40 W り EITA )、 8日 W ( PEAK ) 

3 0 

16 cm コーン型 X T 

106〔幅 ）X 380 (高さ ）X 360 (奥巧き ） mm 
5.6 k 另 


□リモコン ( RC-1062) 
リモコンち式： 

電源： 

最大かおブ法： 

質量： 


赤外線パルス式 

単4お乾電池2本使巧 

49〔幅 ）X 220 (高さ ）X 24 (奥巧き ） mm 

110 s 〔乾電池を含む） 


《」曰 TA :(せ）電子情報技術産業協会（略称：」曰 TA ) が制定した規格です。 







なゴ含巧 す J-J コ。シユ ー P — 7—ヴテイツジ 


本 社 

干 104-0033 東京都中央区新 j II 1-21-2 

宗場巧タワー 14 F 

お客様相談センター 

tel ：045-670-5555 

【電話番号はお間違えのないようじおかけください。】 

受付時間 9 : 30 〜 12 : 00,12 : 45 〜 17 : 30 


(弊社休日および祝日を隙く、月〜金曜日） 

故障-修理•サービス部品じついてのお問い合わせ先（サービスセンター）じついては、 
次の URL でもご確認できます。 

http :// denon . jp / info / info 02 .html 


後日のためじ記入しておいてくださし、。 


購入店ち： 

電話 （ - - ) 

^ご購入年月日： 

年月日 j 






